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10.OxIOtl･:mm3､20.0×10-1･mm3 にそれぞれ希釈 した

ものを用いた.散乱光による血小板凝集能の測定は,

PA弓㈱ (興和)で行った.凝集惹起剤としては,Ep呈me-

phrineL5FLM,終濃度,以下同 し∴ Al)PL5/LNp･1㌦

At･achidonicacidLO.67mM),CA111agenLO.67ILgml上

STA2し0.67/LM).Rist(k,etin(1.25mgm日 を用いた.

それぞれの検体について,小凝集塊 [S](25-ユo輔peak
count),太凝集塊 [L](1000-peakcount)の出現を

判定 した.また.透過光による聴解能も同時に測定 した.

【結果】正常対照で.fllJPiLlel)hrine.ADP,Arachidonic

acid.STA2.Ristocetinを用いた測定では.血′ト板数

と [S]凝集塊の出現は有意な正の相関を示 した.Ris-

tocetim による刺激では,[L]凍寒塊の出現も血小板

数と有意な蕊の相関を示 した.透過光をこよる最大凝集率

は,いずれの凝集惹起剤においても,血小板数との相関

が見 られなかった.患者血小板による測定でも,[S〕

凝簸塊の出現は血小板数に比例する傾向が見られたもの

の,症例による差が大きく,疾患帝と正常対照群との比

較では,有意な差が見られなかった.

【結語】本法は,血小板数減少例においても凝集塊の

生成を良く反映すると考えられ,また,同一検体の測定

値の再現性も良好であった.今後症例を重ね,臨床症状

との関連を含めて検討する予定である.

2) レーザー散乱粒子計測法による血小板凝集

能の測定

一 第 2純 正常人の年齢 ･性差と糖尿病･
心疾患例の検討-

き. ,与'･L∴ 上 十 鳥 ㌫∴:-I-･:'パ
梶 難波･服部 晃 し 同 内科1

本間 義帝 ( 同 神経内科)

【日的】前回,高感度血小板凝集測定装置 PAll(泊 に

よる正常入,脳梗塞例をこついての成寮を発表 した.今回

第2報として正常人の性差,年齢差についての検討と糖

尿病 ･心疾患についての成績を発表するや

【対象と方法】対象 :正常 人68名 し20才-87才1,糖 尿

病36名,心疾患 し狭心症.心筋梗塞)29名.万法 :I)-T-

ソ酸加 PRP(血小板 30×104/iLD を作製 し 自然凝集,

エビネ~7リン･ADP各 lFLM による血小板凝集に一1

いて.小凝集塊,大凝集塊の最大値 ･面積と最大凝軽率

T%を測定 した.

【結果とまとめ】正常人において,自然凝集では年齢
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が高いほど小凝集塊が出来やす く,女性の万がエビネ~ブ

リソ及び ADP凝集が進行 Lやすかった.

DM 群,心疾患においては,自然東条は正常人と変

わらず,エビネブリソでは DM 群 ADPでは両者にか

凝集塊をこおいて反応の低下がみられた.

3)抗血′卜朽葉.抗凝固薬の長期使 用 に よ る

completedstroke用品血栓症, 脳 塞 栓 症 )

の二次予防

野田 恒彦 - " 揚 場 議 ㌔ 病 院 )

皆吊 信 ･岸田 興治
小林 啓志 ( 同 脳神経外科)

要旨 :comp一etedstrokeLr).二次予防を抗血小板薬の

ぉpiI･in(ASA工tielopidine(TP上 抗凝固薬の warfarin.

bucolomeの使用の有無より検討 した.対象者は初発の

脳血栓症 252名 (弔154名.女98名工 脳塞栓症59名

(弔38名, 女̀21名).観察開始年齢は男64.4±12.9歳.

女67.5±11.1歳,観察期間は男 1.410.8±1-316.6日.

kl.526.5±1,3L14.6日であった.脳血栓症では年間再

発率は ASA 群5.28Q,6',TP群2.29%',非服用群6.54

00-で､TP群は ASA 群.非服用群に比べ再発が有意

に少なかった (危険率5%).脳塞栓症では年間再発率

は ASA群 11.1600,TP群 19.31%､Warf∬in群4.13

/90.bucolome許 しwarfarinと併剛 OQd, 非服用群

24.870oJで.抗凝固薬群 Lwar･farin,bucolome)が抗

血小板秦野 (AS免,TP),非服用群に比べ再発が有意

に少なかった (危険率 ま%).脳出血の発症数と年間発

症率は,ASA 群 1名.0.670.0.TP群 1名,0.13.%,

抗凝固薬群 1名,0.9296,無治療患者群2名,0.690-6

であった.

4)抗血小板薬併用抗凝血療法施行弁置換患者
の凝固 ･線溶能 と血小板機能

林 純一 ･斎藤 憲
中沢 聡 ･江口 昭治
や村 律子 (新潟大学第二外科)

代周弁置換後ワ-ファリンとともに抗血小板薬を投与

中の症例 (I1-9)の凝固 ･線溶能を非投与例 (∩-10)

とで比較検討 した,対象は当科にて SJM 弁C･こよる僧帽
弁置換後3-14年経過 した全身状態良好,最近 1年間をこ

血栓症の既往のない例とした.抗血小板薬はチクロピジ

ン (+アスピリソ)を用い,ADP, コラ…ゲソ最大凍
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軽率を測定 して量の増減を施行した.TTO,Ⅰ･yT･-INR

は両群で有意差なく,Aロp, コラ-ゲソ, リス トセチ

ンによる MAR も差を認めなかった.I.)-dimer.PIC-トー

test.TM 等には両群で差を認めなかったが,凝固Ⅶ田

子活性は非投与例で有意に低値であった.抗血小板薬投

与をこより凝固 ･線溶動態が如何をこ変化するかば未だ不明

であり,更なる検討を要すると思われた.

5)全自動酵素免疫測定装置エ′レジ丁 ･F300
を用いた TAT. Plc, Dダ仁I,'-･･-の迅

速定量

高桑 悦子 ･吉野 紀子
柴野 昭 (新潟東学第-内科)

高橋 芳右 ( 同 輸血部)

トロンビンtATⅢ複合体 (TAT),プラスミンーα2PI

複合体 (plc),r)ダ1'7---などの分子7-カ･-の迅速

な定量は.DICや血栓傾向の病態診断.治療効果の判

定.早期診断などに役立てることができる.新しく開発

さIlた全自動免疫測定装置エ/Ljア･F3000(固阪試薬)

による TAT,Plc.Dダイマー測定法に関 し.従来法

(TAT テス ト,PICテスト.エ′しビアエースD-Dダ

イ7-)と比較検討 した.

TAT は96検体,PICは95検体を測定 し各々相関係

数r-0.829, r-0.927と良好な相関を得た.回帰式

の傾きも1に近く,両者の測定値はほは一致 していた.

Dダイ7-は171検体測定 し,r-0.784という相関を

得た.Dダイマー--の場合,漂準物質,抗体の反応性の差
などの問噂もあi),絶対値はエルジフの万が低値であっ

た.測定時間は34-45分上従来よE.)著しく短縮された.
TAT,Plc,Dダイマーは DICの迅速診断および経

過観察に有用と考えられ 実際の臨床症例に役立てるiこ

は迅速な定量が必要である.エ′Li,.7法は十分その期待

に応えるものと考えられた.

6lUltra-earlyreblcedinginspontaneous

subarachn()idhem(汀rhage

藤井

竹内
･｣､池

幸彦 鳩 々本 俸 亡霊脇 賢)

帯 :持 去ヱ張 詰 ;::.

Toassesstheincidenceandriskfactorsofultr.d-

earlyrebleedingbeforeearlysurgeryinpatientswith

spontaneoussubaraclmoidllemO汀hage,Ⅵrereviewed

17()patientsadmittedwithin24hoursaft(汀thelぉt

attackofsubarachnoidhemorThage.ThirtyL17,6PoI

oft.he17Opatientshadultra･モarlyrebl(､(,ding.′Ⅰ､lle

ineidellCeOfrebleedingsignificantlydecreasedasthe

inten,altl,tWeCnthelastattackandadmissionwas

exte･nded.TheineidellCeinpatielltSwithrebleeding

krort?admission.inpatientswithintracerebralor

intr･aventrieularhematomEl,andinpatientswith

angi()graphyPCTイormedwithin6hoursorthelast

attackwl蛤Si訂Iifieant.lI,higherthaninthosewitJIOut

therestx!cti＼,efactors.Theincidencealsosig山rieantly

increi退edwiththeseverityoflleurOlogjcalgrade.

Therewas∩()significantdirfereIICeirlSySt()ticblo(1d

pr･essureonadmissionbetweenpatientswithand

withouttherebleedingamongeachgroupsclassified

bytimeaftertheLastattack. し11tratl∬】yrebleeding

hadnosignificantassociationwithth(､amount()I

sutRraChlOidclotandthesiteofalleurySm.Hemos-

taticexaminationsrevealedasignificantlygreater

reduct.ioninplateletaggregabilityinpatientswith

rebleedingthaninthosewithoutrebleeding.The

incidencesignificantlyincreasedasthep一atelet

aggregabilitywasreduced. Ⅰnconclusion,ahigh

riskofultra-earlyrebleedjngwasotxen,edinsuch

patients:H whowereadmittedwithin6hoursof

thelastattackこ21wll(1hadrebleedingbefore

admissi()∩:3)whoshowedpoorneurologicalgrades:

4)whohadintr肥 rebralorintraventricularhemat(耶Ia:

5)whohadangiographyperfomedwithin6hours

ofthelastattack;and6)whohadplatelethypoaw e-

gability.

Keywords:Subarachn()idhem()rrhage,rebleedillg,

plateletaggregati(111,bl()odc(1agtllati()Il

7)解離性大動脈癌を合併 した chrollicDIC
の1例

井口清太郎 ･鷲壕 隆
帯刀 亘 ･柴田 昭 (新潟大学第一内科)

高橋 芳右 ( 同 輸血部)

症例は70歳の女性.'92年 6月突然の胸背部痛で発癒

した解離性大動脈癒.画像的に左鎖骨下動脈直下から両

側鼠笹動脈分岐部までの広範囲にわたり解離が認められ,

DeBarkeyⅢb型と診断された.拡大傾 向の著 しい弓


